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技術名称 エコルミナス８０ 担当部署 開発営業部

NETIS登録番号 KK-220032-A 担当者 杉江　宏二郎

社名 山形電気株式会社 電話番号 06-6458-5361

技術の概要 1 . 技術開発の背景及び契機

     2013年10月10日に熊本県で開催された国連環境計画(UNEP)の外交会議で、

水銀汚染防止に向けた国際的な水銀規制に関する「水俣条約」が採択された。

この条約により、水銀に関する規制が2021年1月1日から実施され、

工事現場で従来使用されていた、高圧水銀ランプの製造・輸出・輸入が

禁止となった。

この規制により、工事現場で使用する光源も省エネ化が求められるようになり

工事現場でのLED照明採用が加速した。

     

2 . 技術の内容

  ・エコルミナス80はLED照明の製品技術であり、従来技術の高圧水銀ランプを使用した

     照明と比べ、大幅に消費電力を改善した。

     また、LED素子の寿命が60,000時間となり長寿命化となった。

  ・投光型と懸垂型が兼用となっている事で、用途にあった使用方法を選ぶ事ができる。

     また、光源部と電源部が脱着可能な分離式になっているため、

     工事現場等で破損した場合に破損部のみ交換が可能。

  ・定格電圧100/200/220V対応のため、電圧変動に強い。

  ・前面のカバー形状を、光が広がる形状に設計。

3 . 技術の効果

   ･消費電力量の改善でCO2排出量の大幅な削減に繋がった。

　･長寿命化になった事でランプのメンテナンスを省力化できランニングコストの

     低減、産業廃棄物の削減に繋がり、地球環境保全に貢献できた。

   ･投光型と懸垂型が兼用となった事、定格電圧がフリーになった事で

　  施工性の向上となった。

   ･光が広がる形状に設計しているため、工事現場の明暗を減少させる事ができ、

     安全性の向上となった。

技術概要
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4 . 工事現場での使用例

◆投光型

◆懸垂型
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技 術 概 要 
 

技術名称 
迅速に設置可能な切土工事の防護柵 

（メッシュウォールガード工法） 

担当部署 国土事業本部 九州営業課 

担当者 井上 大和 

NETIS登録番号 KT-210101-A 電話番号 092-411-8003 

会社名等 太陽工業株式会社 MAIL Iy004065@mb.taiyokogyo.co.jp 

技術の概要  

 

  

従来工法とMWG工法の違い 

従来の親杭横矢板工法に対し、鋼杭の地盤への埋設が不要となり、騒音、振動及び地下埋設物への影
響をなくし（周辺環境への影響抑制）、施工費の縮減（経済性の向上）が図れます。 

メッシュウォールガード（MWG）工法は、連続箱型鋼製枠（メッシュウォール）に土砂を
充填し仮設落石防護柵の基礎とする工法で、路面への根入れ（杭打ち）を行わずに工事中の 
落石対策を行うことを可能にします。 

根入れ（杭打ち）不要な 

落石防護柵工法 
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施工手順 

構成部材 
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舗装版VFORM
これからの舗装厚検測システム ブイフォーム

NEW

舗装厚検測は、デジカメを使って「一人」で「高精度」の時代へ

水糸下がりからデジタル計測へ、VFORMなら一人で、短時間、高精度

数人で設置
目測で計測

一人で設置
デジタル計測

従来の計測 舗装版VFORM

一人でのターゲット設置と計測が可能

ミリ単位の高精度計測

短時間での計測、帳票の出力

寸法の自動計算/帳票の自動作成

安全性の向上（供用車線側での作業減少）

トレーサビリティ（測点位置）の確保

一人で
計測可能

短時間で
帳票出力

ミリ単位の
高精度計測

測定位置の
説明ができる
（オプション機能）
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AD-2206

〒108-0023 東京都港区芝浦4-4-44 横河ビル
TEL：03-5442-1703　FAX：03-5442-1704 
 URL: https://www.yti.co.jp/　Email: vform-sales@yti.co.jp

デモ依頼も承っております。価格等も含めてお気軽に下記までお問合せください。 詳しくはWebで！！ 検 索VFORM

作業フロー ＜アスファルト舗装の切削厚さの検測＞

「設置して、撮れば、すぐ出力」の簡単3ステップ

仕様・商品構成

■ 仕 様
精　度 ±0.5mm ～ 1mm

撮影距離 2m前後

撮影枚数 8枚以上

計測をする路面に
専用の基準（ターゲット）を設置します
役割に応じた手のひら大のターゲットを路面に設置します。
設置、撤去にかかる時間は２分程度です。

STEP.1

デジタルカメラでターゲットを撮影
ターゲットから約２メートル離れた場所で左端から右端（逆でも
可）に移動しながら８枚※の写真を撮ります。
撮影にかかる時間は１分程度です。

STEP.2

舗装の厚さや幅などを高精度に算出、
短時間で帳票の出力までが可能
撮影された写真を取り込むと、２次元画像の視差情報から、舗装の
厚さや幅の計測値をミリ単位の高精度で算出します。計測結果は、
２分程度で帳票に出力されるため、その場で計測値を確認でき
ます。また、帳票はクラウドへの保存もできるため、受発注者間で
のリアルタイムの情報共有も可能です。

STEP.3

一人で
設置可能

8枚※写真を
撮るだけ

設置から
帳票作成まで
5分程度

■ 商品構成

● OS：Windows10(64bit) 
● メモリ：8GB以上
● CPU：インテルCorei7以上

● USB空きポート：2以上
● 画面解像度：1920×1080以上 
● 必要なディスク空き容量：10GB以上

3. ソフトウェア

＜動作環境＞

1. デジタルカメラ

2. ターゲット 基準定規

※3.5メートル以上の場合は、８枚以上の写真が必要です。

VFORMとGNSS受信機を組合わせる事で“測点位置の証明”が可能になります。オプション機能

位置情報
+

検測位置

MAP上での
見える化

簡単設定

センチメータ測位対応

超軽量
帳票による
位置情報の
表示

専用ターゲット

地図

デジカメ
ノートPC

GNSS受信機

＋
測定時の正確な位置情報と
検測位置の記録が可能。

みちびき対応
マルチGNSS
小型2周波受信機

測点位置の取得機能

技術認定 ●   NETIS（国土交通省新技術情報提供システム）登録  （登録番号：KT-220048-A）
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担当部署 九州支店　技術課

担当者 小野寺 陵太郎

NETIS登録番号 QS-210048-A 電話番号 092-663-9900

社名等 ニチレキ株式会社 MAIL onodera.r@nichireki.jp

技術の概要

　主な適用範囲は以下に示すとおりです。

国の機関　 26　件　（九州　4件　、九州以外　22件）　

自治体 　1046　件　（九州　280件　、九州以外　766件）　

民　 間　　 398　件　（九州　31件　、九州以外　367件）　

２．技術の内容

５．活用実績

　舗装工事における施工ジョイント（橋梁地覆部と新たに舗設したアスファルト舗装との境界部や、補修工
事におけるアスファルト舗装のコールドジョイントなど）は、供用するに従い隙間が開き、その隙間から水が
浸入することで舗装の破損が進行する場合が多いというのが現状です。
　また、橋面舗装の端部ではアスファルト混合物舗設時に温度が低下しやすいため、締固め後の混合物の
密度が得られにくく、この部分からの水の浸入が懸念されます。
　そこで、既設舗装や橋梁地覆部に良く馴染み、しっかりと密着することで止水効果を発揮し、且つＬ型の
形状とすることで舗設時の安定性を高めた「ピタッとＬ型止水テープ」を開発しました。

　ピタッとL型止水テープは、橋梁地覆部と橋面舗装との境界や一般的なアスファルト舗装の施工ジョイント
に設置することで水の浸入を防げるアスファルト系の成形テープです。
　従来の成形目地材はＩ型形状のため、垂直な施工面への設置安定性に乏しく、特に切削断面において
は、凹凸やダストなどの影響を受けやすいことが課題となっていました。ピタッとＬ型止水テープは、優れた
設置安定性と止水効果によってその課題を解決しました。
　ピタッとL型止水テープは、橋梁の床版上面や一般的な舗装における路盤層への水の浸入を抑制するこ
とで、舗装の長寿命化に大きく寄与します。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要

技術名称 L型安定止水材「ピタッとL型止水テープ」

３．技術の効果

　以下に示す効果により、コンクリート床版やアスファルト舗装の延命を図ることができます。

　　①L型形状とすることで、設置箇所の境界部における接着性および止水効果が高くなりました
　　②独自の特殊加工により、L型形状で安定した貼り付けが可能となりました
　　③L型形状のため垂直面に貼り付けても剥がれて倒れることなく安定した止水効果を発揮します
　　④従来技術に比べて針入度を高めに設定しているため、境界部の凹凸に追従でき、安定した止水効果
　　　を発揮します
　　⑤境界部との接着性に優れ、また施工ジョイントの動きに追従できるため、止水効果を長期間維持でき
　　　ます

４．技術の適用範囲

　　①橋梁地覆部と橋面アスファルト舗装との境界部
　　②一般的なアスファルト舗装の施工ジョイント
　　③片勾配等、現場条件として水が溜まりやすい橋梁端部や施工ジョイント

※別 紙

＜事業所一覧＞
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６．写真・図・表

　　　　　　【橋梁端部用】

　　　【従来の成型目地材（I型）】

写真-1　ピタッとL型止水テープの外観

写真-2　設置安定性の比較

図-1　ピタッとL型止水テープの適用箇所

　　　　　　　　　【切削断面用】

　　　 　　　【ピタッとL型止水テープ】

荷姿：ロール状 設置時：Ｌ型形状

コンクリート床版

地覆部

剥がれ発生

地覆部

設置時に安定しにくく、

剥がれる場合有り

コンクリート床版

レベリング層

レベリング層

剥がれる場合有り 設置面に密着
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アンカー中心表示冶具

• 様々な削孔位置の計測業務に適用可能です。

• 誤差±0.1mm程度の精度でターゲットの設置が可能です。

• アンカー中心表示冶具は削孔径40mm〜65mmに対応しています。

• 専門の作業チームを派遣します。

• 特許登録およびNETIS登録技術であり、安心してご採用頂けます。

特許出願番号「特願2018-041369」

NETIS登録番号「QS-180029-A」

Point 1 孔中心の自動表示
アンカー中心表示冶具を孔に差し込むだけで、正確な削孔中心
にターゲットを設置することができます。

Point 2 計測精度の向上
削孔が重なり合い、正規の孔の判別が困難となる重複孔の場合
でも、正確な削孔中心に自動でターゲットを設置できるため、
計測精度が向上します。

Point 3  作業時間の短縮
冶具を削孔に差し込むだけのため、作業時間を短縮すること
ができます。

使用例

「アンカー中心表示冶具」で、
より正確な削孔位置計測を可能に
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・計測時に気温が0℃以上40℃未満であること。
・雨が降っていないこと。
・1m以上撮影距離を確保できること。

製作した部材を取付け、作業完了です。

STEP3

STEP2 3次元モデルの作成

STEP1 カメラ撮影

導入のご検討、よろしくお願いいたします。

撮影した写真から3次元モデルを作成し、自動で削孔位置の座標を検出します。その後
座標データを反映した部材の製作を行います。

撮影対象物に対して1m以上離れた場所から写真を複数枚撮影します。

部材の取付け

落橋防止工支承工

若松工場 〒808-0023   福岡県北九州市若松区北浜 1-7-1 TEL：093-751-3988

HP：http://www.JSTeam.jp/

落橋防止工支承工
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